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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
衣類において、帯形状部材の長手方向両側縁辺にその短手方向断面より大きな膨隆部を設
け襟台の内側に着脱自在に接合することを特徴とする、襟台用襟台カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、汚れた襟台用襟台カバーを交換することで衣類のうち特にワイシャツとブラ
ウスシャツ本体の洗濯を少なくする襟台用襟台カバーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、衣類の襟の汚れを防止したり軽減するため衣服本体に襟を着脱自在にしていた。
（特許文献１参照）
また使い捨て用襟を衣服の襟に貼り付けたりしていた。（実用新案文献２参照）
【特許文献１】特開２００１－３３６０１１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そのために次のような問題点があった。
　衣類本体と襟部の着脱方法を市販の衣類に適用するには襟部位を改造したり粘着し経費
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がかかったり衣類が汚染することがあった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１によれば、
衣類において、帯形状部材の一方長手方向縁辺にその短手方向断面より大きな膨隆部を設
け一方側面に接合部材を設け襟台の内側に着脱自在に接合することを特徴とする。
　請求項２によれば、
前記膨隆部の短手方向断面は丸形状又は半円形状又は多角形状のいずれかであることを特
徴とする。
　請求項３によれば、
前記膨隆部は線形状又は鎖線形状又は点形状のいずれかに配置して設けることを特徴とす
る。
　請求項４によれば、
前記襟台用襟台カバーの長手方向両端を前記膨隆部両端より突出して設けることを特徴と
する。
　請求項５によれば、
前記膨隆部を前記襟台カバーの長手方向両側縁辺に設けることを特徴とする。
　請求項６によれば、
前記襟台用襟台カバーの上方に襟羽を設ける又は着脱自在に設けるのいずれかであること
を特徴とする。
　請求項７によれば、
前記帯形状部材又は前記膨隆部材のいずれかに又はそれぞれに保水部材又は保冷部材又は
保温部材又は加温部材のいずれかを用いる又は該帯形状部材又は該膨隆部材のいずれかに
又はそれぞれに保水部材又は保冷部材又は保温部材又は加温部材のいずれかを着脱自在に
貼り付けて用いることを特徴とする。
　請求項８によれば、
前記膨隆部を有しない襟台用襟台カバーの一側面長手方向に接合離反テープを用い上方に
襟羽を設ける又は着脱自在に設けることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　衣類を改造することなく襟台用襟台カバーを着脱することができ、衣類の洗濯回数を減
少できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
　発明の説明と共に、現在の問題を説明する。
　　図１において、
　（Ａ）は現在用いられている市販のワイシャツやブラウスシャツ襟羽Ｃが、首Ａと接触
する状態を示す図で、
市販のワイシャツやブラウスシャツ襟台Ｅから上方へ突出した、襟羽折り曲げ部位Ｂの部
位から折曲した状態に市販のワイシャツやブラウスシャツ襟羽Ｃが設けられており、汚れ
る部位Ｄは市販のワイシャツやブラウスシャツ襟台Ｅでなく、襟羽折り曲げ部位Ｂの首側
が主である。
これが現在の問題点で、例えば出張先で仕事にワイシャツやブラウスシャツを着用し、毎
日交換すると、出張日数と同じ枚数のワイシャツやブラウスシャツを必要とし、荷物がか
さばる。この時、汚れるのは襟部分が主であり、そのため、襟部分が交換可能なワイシャ
ツやブラウスシャツを所有すれば、ワイシャツやブラウスシャツ本体１枚と小さな襟部分
が４～５枚出張日数と同じ枚数あればよく、荷物が少なくなり便利である。
そのため、
　（Ｂ）は本発明の襟台カバー２を市販のワイシャツやブラウスシャツ襟台Ｅに掛止部材
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３で着脱自在に装着する図で、
首の皮膚と接触する汚れる部位Ｄの襟羽折り曲げ部位Ｂに、膨隆部１が位置して、襟羽折
り曲げ部位Ｂの汚染を防止できる、のが本発明の特徴である。
【０００７】
　図２において、膨隆部の構成方法を示し、
（Ａ）は芯部材２５を、包含部材２４で包含した部材を、襟台カバー２の一方縁辺に設け
て膨隆部１を構成している。
　膨隆部１の構成部材には、襟台カバー２の短手方向断面より大きな部材であれば、芯部
材２５を、包含部材２４で包含した部材に限らず、芯部材と包含部材を一体化した合成樹
脂部材、天然部材、等どのような部材でもよい。
（Ｂ）は、襟台カバー２の一方縁辺に、襟台カバー２の短手方向断面より大きな芯部材２
５を挿入して、膨隆部１を構成しているが、芯部材２５には、合成樹脂部材、天然部材、
等どのような部材でもよい。
（Ｃ）は膨隆部材３４を、襟台カバー２の一方縁辺に設けて、膨隆部１を構成している。
構成部材には、襟台カバー２の短手方向断面より大きな部材であれば、合成部材、天然部
材等なんでも良い。
【０００８】
　図３において、
膨隆部の短手方向断面が
　aは丸形状膨隆部３を示す。
　bは半丸形状膨隆部４を示す。
　cは多角形状の三角形状膨隆部５を示す。
　dは多角形状の四角形状膨隆部６を示す。
　eは多角形状の六角形状膨隆部７を示す。
【０００９】
　図４において、
　（Ａ）は、線形状膨隆部８を設けた襟台カバー２で、ワイシャツやブラウスシャツの襟
台や襟羽の汚れを防止すると共に、寒冷環境において線線形状膨隆部８が首に密着するの
で、体表からの暖気が首から抜けにくいので、防寒効果が大きくなる。
　（Ｂ）は、鎖線形状膨隆部９を設けた襟台カバー２で、ワイシャツやブラウスシャツの
襟台や襟羽の汚れを防止すると共に、快適気候環境において、動作時には、鎖線形状膨隆
部９を有しない部位から、適切に体表の暖気が抜けるので、体温を快適に保持できる。
（Ｃ）は、点形状膨隆部を設けた襟台カバー２で、ワイシャツやブラウスシャツの襟台や
襟羽の汚れを防止すると共に、暑い気候環境では、体表の空気が、点形状膨隆部１０を有
しない部位から抜けるので、体温温度を下げることができる。
　（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）共に、膨隆部を構成する部材は、天然由来部材、合成部材など何で
もよい。
【００１０】
　　図５において、
　（Ａ）は、線形状膨隆部８両端より、襟台カバー２両端を突出して設けた襟台カバー２
で、ワイシャツやブラウスシャツの襟台や襟羽の汚れを防止すると共に、寒冷環境におい
て体表からの暖気が首から抜けないので、防寒効果を有し、ネクタイを締めた際、首の前
に空間ができるので、苦しさを軽減できる。
　（Ｂ）は、鎖線形状膨隆部９両端より、襟台カバー２両端を突出して設けた襟台カバー
２で、ワイシャツやブラウスシャツの襟台や襟羽の汚れの汚れを防止すると共に、快適気
候環境において、動作時には、膨隆部を有しない部位から、適切に体表の暖気が抜けるの
で、体温を快適に保持できて、ネクタイを締めた際、首の前に空間ができるので、苦しさ
を軽減できる。
　（Ｃ）は、点形状膨隆部両端より、襟台カバー２両端を
突出して設け襟台カバー２で、ワイシャツやブラウスシャツの襟台や襟羽の汚れの汚れを



(4) JP 6222591 B1 2017.11.1

10

20

30

40

50

防止すると共に、熱い気候環境では、体表の空気が、膨隆部を有しない部位から抜けるの
で、体温温度を下げることができて、ネクタイを締めた際、首の前に空間ができるので、
苦しさを軽減できる。
【００１１】
　図６において、
（Ａ）は襟台カバー２の長手方向両縁に膨隆部８を設け、これにより一方の膨隆部８が汚
染した際、反対側の膨隆部を利用することで襟台カバー２の汚染部の洗浄回数を減少でき
る。
（Ｂ）は襟台カバー２の、長手方向両縁に膨隆部８を鎖線形状に設け、これにより一方の
膨隆部８が汚染した際、反対側の膨隆部を利用することで汚染部の洗浄を減少できる。
（Ｃ）は襟台カバー２の長手方向両側に膨隆部８を点形状に設け、これにより一方の膨隆
部８が汚染した際、反対側の膨隆部を利用することで汚染部の洗浄を減少できる。
【００１２】
　図７において、
（Ａ）は襟台カバー２の接合部材１３側の長手方向縁辺両端に渡って襟羽１２を設けてい
る。これにより皮膚に接触するのは膨隆部１で、襟羽１２が汚染しない。
（Ｂ）は図（Ａ）のＡーＡ断面である。
（Ｃ）は膨隆部１より下方に襟羽１２を設けている。これにより膨隆部１が小さくても、
膨隆部１が襟羽１２の折り曲げ部に位置し、襟羽１２が皮膚に接触せず襟羽１２が汚染し
ない。
（Ｄ）は図（Ｃ）のＢーＢ断面図で、膨隆部１より下方に襟羽１２を設けている。
（Ｅ）は膨隆部１の直下で接合部材１３側に、襟台カバー２の長手方向縁辺両端に渡って
襟羽１２を、接合部材１３と接合部材１３aにより、接合離反自在に襟羽１２を設けてい
る断面図である。接合部材１３は接合離反テープ、ゲル状態部材、ホック、ボタン、ファ
スナーなど、接合離反する部材ならなんでも良い。
（Ｆ）は膨隆部１の近傍、長手方向縁辺より下方に襟羽１２を、接合部材１３と接合部材
１３aにより、接合離反自在に襟羽１２を設けている断面図である。
いずれも、接合部材１３は接合離反テープ、ゲル状態部材、ホック、ボタン、ファスナー
など、接合離反する部材ならなんでも良い。
【００１３】
　図８において、
（Ａ）は保水部材３５を用いて構成した、保水部材襟台カバー２６で、又は保水部材３５
を包含した部材で構成してもよく、これにより、保水部材３５からの水分蒸発で、首回り
が冷えて、暑さを抑制できる。これにより暑い気候下では、首回りが冷えて、体温を下げ
、体調を良くし、発汗を抑え、保水部材襟台カバー２６の汚染を抑制できる。
（Ａ）aは膨隆部１を保水部材３５で構成した保水部材襟台カバー２６である。
（Ｂ）は、保冷部材３６を用いて構成した、保冷部材襟台カバー２７で、又は保冷部材３
６を包含した部材で襟台カバーを構成してもよく、これにより暑い気候下では、首回りが
冷えて、体温を下げ、体調を良くし、発汗を抑え、保冷部材襟台カバー２７の汚染を抑制
できる。
（Ｂ）aは膨隆部１を保冷部材３６で構成した保冷部材襟台カバー２７である。
（Ｃ）は、
保温部材３７を用いて構成した、保温部材襟台カバー２８で、又は保温部材３７を包含し
た部材で襟台カバーを構成してもよく、首回りがマフラーを巻いた状態になり温かくなる
。これにより寒い気候下では、首回りが温まり、体温が下るのを防止し、体調を良くする
ことができる。
（Ｃ）aは膨隆部１を保温部材３７で構成した保温部材襟台カバー２８である。
（Ｄ）は、
加温部材３８を用いて構成した、加温部材襟台カバー２８で、又は、加温部材３８を包含
した部材で襟台カバーを構成してもよく、これにより寒い気候下では、首回りが温まり、



(5) JP 6222591 B1 2017.11.1

10

20

30

40

50

体温が下るのを防止し、体調を良くすることができる。
（Ｄ）aは膨隆部１を加温部材３８で構成した保温部材襟台カバー２８である。
【００１４】
　　図９において、
（Ａ）は、は膨隆部無し襟台カバー３３の縁辺より下方に襟羽１２を設けている。
　これにより襟羽１２の折り曲げ部が皮膚に接触せず襟羽１２が汚染しない。
（Ｂ）はＡーＡ断面で襟羽１２が、膨隆部無し襟台カバー３３の上縁辺より下方に設けて
いる。
（Ｃ）は膨隆部無し襟台カバー３３の上縁の下方に接合部材３０を設け、襟羽１２の襟台
カバー２の襟台カバー側に接合部材３１aを設け、接合部材３１aと接合部材３０を着脱自
在に接合することで、襟羽１２と襟台カバー２膨隆部無し襟台カバー３３を着脱自在にし
、接合部材３１aと接合部材３０はファスナー、ボタン、ホック、接合離反テープ等、接
合離反する部材ならなんでも良く、襟台カバー２を洗浄する際、襟羽１２を取り外すこと
で襟羽１２が汚染したり浸水するのを防ぐことができる。
（Ｄ）は（Ｃ）図のＢーＢの断面図である。
（Ｅ）は、膨隆部無し襟台カバー３３の上方の、縁辺両端に渡って襟羽を設け、接合部材
に接合離反テープ３２を限定して用いている。
（Ｆ）は、膨隆部無し襟台カバー３３の上方の、縁辺両端に渡って、襟羽接合部材３１a
と襟羽接合部材３０を用いて襟羽１を着脱自在にしている。襟台用襟台カバーと襟台の接
合には、接合離反テープ３２を限定して用いる。
襟台カバーを襟台に接続する際、通常双方を直線状にして接合する方法が容易にできる。
　しかし着用した際に、襟台と襟台カバーが、首の回りで半円形状になり、内側の襟台カ
バーと外側の襟台は、ずれてしまい、気こごちが悪くなる。
　これを緩和するため、接合離反テープを限定して用いると、簡便でうまくゆく。又は、
ボタンと糸環をゆるく接合して係合する方法もある。
【００１５】
　図１０において、
（Ａ）は、襟台カバー２の接合部材１３の反対側に保水部材３５を貼り付けた状態の襟台
カバー２であり、
（Ａ）aは、接合部材１３の反対側の、膨隆部１と襟台カバー２に保水部材３５を設けて
いる。
（Ｂ）は、襟台カバー２の接合部材１３と反対側に保冷部材３６を貼り付けた状態の襟台
カバー２であり、
（Ｂ）aは、接合部材１３の反対側の、膨隆部１と襟台カバー２に保冷部材３６を設けて
いる。
（Ｃ）は、襟台カバー２の接合部材１３と反対側に保温部材３７にを貼り付けた状態の襟
台カバー２であり、
（Ｃ）aは、接合部材１３の反対側の、膨隆部１と襟台カバー２に保温部材３７を設けて
いる。
（Ｄ）襟台カバー２の接合部材１３と反対側に加温部材３８を貼り付けた状態の襟台カバ
ー２である。
（Ｄ）aは、接合部材１３の反対側の、膨隆部１と襟台カバー２に加温部材３８を設けて
いる。
【００１６】
　図１１において、
（Ａ）は、襟台カバー２の一方側つまり首側に膨隆部１を設け、他方側つまり外側に接合
部材１３を設け、襟羽１２の基部を、膨隆部１より下方の接合部材１３側に設け、
（Ｂ）は、襟台カバー２の一方側つまり首側に膨隆部１を設け、他方側つまり外側に接合
部材１３を設け、襟羽１２の基部を、膨隆部１より下方の接合部材１３側に設け、
（Ｃ）は、襟台カバー２の一方側つまり首側に膨隆部１を設け、他方側つまり外側に接合
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部材１３を設け、襟羽１２の基部を、膨隆部１より下方の接合部材１３側に設け、
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】着用状態の断面図
【図２】膨隆部の断面図
【図３】膨隆部を設ける種類の図
【図４】襟台カバー両端を膨隆部両端より突出して設ける図
【図５】襟台カバーに襟羽を設けた図
【図６】膨隆部の構成方法
【図７】膨隆部を設けない襟羽付襟台カバーに接合離反テープを設けた図
【図８】保水部材、保温部材を用いた襟台カバー
【図９】膨隆部を有しない襟台カバー
【図１０】襟台カバーに保水部材、保冷部材、保温部材、加温部材を貼り付ける図
【図１１】襟台カバー内側の膨隆部より下方に襟羽を設けた図
【符号の説明】
【００１８】
Ａ首
Ｂ襟羽折り曲げ部位
Ｃ市販ワイシャツ・ブラウスシャツの襟羽
Ｄ汚れる部位
Ｅ市販ワイシャツ・ブラウスシャツの襟台
Ｆ襟羽上端
Ｇ市販ワイシャツ・ブラウスシャツの立ち襟
Ｈ立ち襟市販ワイシャツ・ブラウスシャツ本体
Ｉ衿羽付き市販ワイシャツ・ブラウスシャツ本体
Ｊ市販ワイシャツ・ブラウスシャツの襟羽
Ｋ市販ワイシャツ・ブラウスシャツの襟台
Ｌ市販のワイシャツ・ブラウスシャツ
１膨隆部
２襟台カバー
３丸形状膨隆部
４半丸形状膨隆部
５三角形状膨隆部
６四角形状膨隆部
７六角形状膨隆部
８線形状膨隆部
９鎖線形状膨隆部
１０点形状膨隆部
１１襟台カバー突出部
１２襟羽
１３接合部材
１３a接合部材
１４端部
１５垂下片
１６掛止部材
１７垂下片掛止部材
１８装飾部材
１９装飾用透孔
２０装飾用掛止部材
２１襟台カバー襟羽
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２２市販シャツ襟台
２３接合離反テープ
２４包含部材
２５芯部材
２６保水部材襟台カバー
２７保冷部材襟台カバー
２８保温部材襟台カバー
２９加温部材襟台カバー
３０襟羽接合部材
３１a襟羽接合部材
３２接合離反テープ
３３膨隆部無し襟台カバー
３４膨隆部材
３５保水部材
３６保冷部材
３７保温部材
３８加温部材
【要約】
【課題】
　ワイシャツやブラウスシャツの襟が汚染した際、全体を洗濯することなく、交換可能な
、襟台カバーをワイシャツ襟台やブラウスシャツ襟台に着脱自在に装着し、ワイシャツや
ブラウスシャツの襟台や襟の汚れを防止すると共に襟台カバーのみを洗濯できる。
襟台用襟台カバー。
【手段】
　襟台カバーの上方縁辺に膨隆部を設け、一方面にｓを設け、接合部材を設け、ワイシャ
ツやブラウスシャツの襟台に接合部材と相対して被接合部材を設け、着脱自在に襟台カバ
ーをワイシャツやブラウスシャツの襟台に装着する。
膨隆部の構成方法は、芯部材を、包含部材で包含した芯部材を、襟台カバーの一方縁辺に
設けて膨隆部を構成し、又は芯部材を、襟台カバーの一方縁辺に、襟台カバーの短手方向
断面より大きな部材を挿入して、膨隆部を構成している。
【選択図】図４
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】
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